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6月の世界株式は初旬、米国とイランの交渉進展期待な

どを背景に上昇して始まったものの、年内の米利上げ

観測の強まりや中東情勢の緊迫化などを受け、下落に

転じました。しかし、中旬には、米国・イラン間で戦闘終

結に向けた覚書が発効したことや、ホルムズ海峡での

航行再開の動きなどを背景に投資家心理が改善し、半

導体関連株にけん引され、反発しました。ただし、下旬

に入ると、主力ハイテク株を中心に利益確定売りが優勢

となったことなどから、上値の重い展開となりました。

なお、6月には、日米欧の主要株価指数が最高値を更新

しました。

米国とイランの最終合意に向けた交渉進展に期待

6月には、米国・イラン間での覚書の発効など、中東情勢

の緊張緩和において一定の進展がみられました。ただ

し、覚書発効後も一部地域での軍事的緊張などを含め、

先行きに対する不透明感が残っており、両国間の交渉

の進展のほか、原油供給が安定的に回復するかどうか

などが注目されます。

米FRB議長の議会証言や議長会見などに注目

28～29日には、米国でFOMC（連邦公開市場委員会）が

開催されます。6月の会合では、FRB（連邦準備制度理

事会）が4会合連続で政策金利の据え置きを決定したほ

か、ウォーシュ議長が会見で、バランスシート政策や対

外コミュニケーションの見直しなど、FRB改革を進める

姿勢を示しました。市場では年内の利上げ観測が強

まっているものの、今回の会合では、政策金利は据え置

きとの見方が優勢となっています。こうした中、物価・

雇用関連指標のほか、14日のFRB議長による議会証言、

FOMC後の議長会見などに高い関心が集まります。

欧州では追加利上げ観測がやや後退との見方も

欧州では22～23日、ECB（欧州中央銀行）理事会が開催

されます。6月には、ECBが2年9ヵ月ぶりに政策金利の

引き上げを決定しました。しかし、その後は、原油価格

の下落などを背景に、当面、追加利上げが実施される

可能性は低いとの見方も出てきており、今回の理事会

で、どのような政策判断が示されるか注目されます。

また、英国では、6月に辞任を表明したスターマー首相

の後任候補として、財政出動に積極的とされるバーナ

ム前マンチェスター市長が有力視されています。早けれ

ば今月中旬にも新首相として選出される可能性があり

ます。

日本では政策金利の据え置きが見込まれる

30～31日には、日銀の金融政策決定会合が開催されま

す。6月の会合では、4会合ぶりに政策金利の引き上げ

が決定されたほか、利上げ路線を継続する姿勢が改め

て示されました。今回の会合では、政策金利は据え置き

と見込まれており、今後の追加利上げのタイミングや

ペースなどが市場の関心材料となりそうです。

7月の金融政策、政治・経済イベント

信頼できると判断した情報をもとにアモーヴァ・アセットマネジメントが作成 ※スケジュールは予告なしに変更される可能性があります。

7月の注目される金融政策および政治・経済イベント

●上記は過去のものおよび予定であり、将来を約束するものではありません。
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7月 予定

1日（水） ■ 米国、6月のISM製造業景況指数

2日（木） ■ 米国、6月の雇用統計

4日（土） ■ 米国、独立記念日（建国250周年）

6日（月） ■ 米国、6月のISM非製造業景況指数

7日（火） ■ NATO（北大西洋条約機構）首脳会議（～8日、トルコ・アンカラ）

8日（水） ● 米国、6月16～17日開催のFOMC議事要旨

14日（火） ■ 米国、6月の消費者物価指数、● 米国、ウォーシュFRB議長が下院金融サービス委員会で証言

15日（水） ■ 中国、4-6月期GDP速報、6月の小売売上高、鉱工業生産指数

16日（木） ■ 米国、6月の小売売上高

22日（水） ● ユーロ圏、ECB理事会（～23日）

28日（火） ● 米国、FOMC（～29日）

30日（木）
● 日本、日銀金融政策決定会合（～31日）、● 英国、金融政策委員会、■ ユーロ圏、4-6月期GDP速報
■米国、4-6月期GDP速報、6月のPCE（個人消費支出）物価指数

31日（金） ● 日本、日銀が「展望レポート」を公表

月内 ■ IMF（国際通貨基金）、世界経済見通しを発表

● 金融政策関連

■ 政治・経済関連



＜ご留意いただきたい点＞

■この資料は具体的な商品をご説明するものではないため詳細を記載しており
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